第28957号　　　2008年8月10日                              　　　　　        教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　       　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人がわたしにと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 どまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そうい  

                                                                         う人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた方は　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                何もすることができないからです。　ヨハネ１５：５
　 　　　　　　　　神の戒めと人間の言い伝え　　　　マルコ７：１－１３
長年アメリカで伝道しておられた長田サムエル先生が、１９５９年に愛知県田原町で奥さんと開拓伝道を始めました。田原町は現在田原市になっていますが、長田先生が開拓伝道した当時は幾分開けた面もあったけれど、古い伝統・因襲の強いところでしたので、キリストの福音を伝えていくことは困難なことでした。長田先生御夫妻は長年アメリカに住んでいたので、田原の人たちはアメリカさんと呼んでいました。ある日若い男が長田先生御夫妻のところに来て、しばらくお世話になりたいといいました。その土地の者ではなく何か事情があるようだけど、長田先生はその男の背景をたずねないで、家に迎えて家族のように親切にもてなしてあげました。何週間か過ぎていくうちに近所の人が心配して、その男は刑務所から出てきたばかりで危険であり、何を盗むか分からないので家に泊めない方がいいです、と注意しました。長田先生は注意してくれた人に、そうゆう人物であろうことは分かっていましたが、イエス様は彼を愛しており、彼もイエス様の愛を必要としている人ですのでそのことが彼に分かるように心にかけて祈っています、と答えました。その近所の人はある宗教の熱心な信者でしたが、キリスト教ではそのように教えているのですか、と非常に感心しました。それから何週間後のことその男は突然どこかへ行ってしまいました。ある日警察署から長田先生に電話がかかってきて、あるところで盗みをしたので逮捕し、長田先生の所からも何か盗んだといっている、といいました。長田先生は、それは彼が必要なものだったのであげます、といいました。人の物を盗み、平気で好意を踏みにじるような彼も真のキリスト愛に触れ、号泣しました。長田先生御夫妻の伝道は、難しい伝統や因襲の中でも人々の心を動かし、実業家、学者、他宗教の人までイエスキリストに導かれました。
マルコ7:1-13の御言葉において、人間の形式的、偽善的、偏狭な言い伝えに対して、イエス・キリストは真の愛の実践を教えています。
１．パリサイ人と律法学者の偏見
イエス・キリストの宣教活動が広がって名声が高まっていくにしたがって、多くの人々がイエス・キリストのところに集まってきました。教えを請い、助けを求める人々とは全く違った動機で来た人たちもいました。どんなに優秀な頭脳をもっていても偏見をもっているなら、正しい判断をすることはできず、曲げて解釈します。パリサイ人と律法学者たちは旧約聖書について精通していて、イエス・キリストが旧約聖書に預言されている待ちに待った救い主であることを真っ先に知っていいはずでしたが、救い主の恵みに与ることから遠い存在の人たちになっていました。イエス・キリストの神のわざとしての癒しやその他の多くの奇跡は彼らの眼中にはなく、イエス・キリストを陥れるためのあら探しを目的として見たいと思うものだけを見るために、遠路はるばるエルサレムからガリラヤまでやってきました。信仰をもって人々を正しく導くことは大切ですが、信仰熱心のつもりでパリサイ的になって人々を裁くことはつまずきを与えるので、謙虚になって慎まなければなりません。それは昔も今も同じです。
２．清潔と汚れの問題
　パリサイ人や律法学者たちが、イエス・キリストの弟子たちが手を洗う必要がないときでも、儀式にこだわって不浄の手といって裁いたとき、イエス・キリストは彼らに対して何が清潔で何が汚れているか、衛生的な事柄以上の心の中の本質をイザヤ29:13の御言葉をもって迫りました。神の戒めをさしおいて、人間の言い伝えを固執して人を裁く態度は偽善である、とイエス・キリストはおっしゃられました。律法そのものは聖なるものであり（ローマ7:12）、人間の言い伝えにも良いものは沢山ありますが、常に神の御心を仰ぐという根本的な主題を忘れると、「口先だけはわたしを敬うが、その心は、わたしから遠く離れている。」という脱線が生じます。社会生活において身だしなみを無視することはできないでしょうが、それよりも自分自身の真相を神の前に差し出して、十字架の許で悔い改め、悔い改めの実を結んで地の塩、世の光となることが大切です。
３．イエス・キリストの新しい戒め
神の戒めは旧約の時代からあって、イエス・キリストが言われた新しい戒めと本質的には変わりないけれど、愛しなさいと言われても神から離れている人間は実際にはどのようにしたら良いか分らなく、イエス・キリストがその愛を実行されて、愛の何たるかが明らかにされたのです。悪人は滅ぼすべきという考えから、イエス・キリストの愛は罪びとや異邦人にも及んで行き、社会のどん底にうめいている人たちの友となりました。「わたしがあなたがたを愛したように、そのように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。」（ヨハネ13:34）とイエス・キリストは新しい戒めとして弟子たちに与えました。この愛は気が合った人たちがただ仲良くするということでなくて、十字架の犠牲が伴う愛です（ヨハネ15:13、Ｉヨハネ3:16）。私たちはどのような愛をもっているか、祈って主から示していただきましょう。
「しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださったことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。」ローマ5:8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞
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